
身
　
体

計競　　技　　名 選手人数

知
　
　
的

陸 上

11

127

193

34

身
　
　
体 フライングディスク

計

水 泳

計

64

280

140

卓 球

20

9

13

0

陸 上

卓 球

水 泳

ア ー チ ェ リ ー

52 陸 上

ボ ウ リ ン グ

フライングディスク

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

卓 球

水 泳

ア ー チ ェ リ ー

フライングディスク

バスケットボール

110

競技役員

92

30

31

競　技　名

本 部 役 員

18

12

選手合計人数

29

29

6

821

212

45

61

948

ボ ウ リ ン グ 20

17

62

ボランティア

100

6

17

0

50

20

15

60

18

62

40

32

122

ｽﾎﾟｰﾂ指導員

0

0

0

0

1,540

役員等合計人数 592

参加者合計人数
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「すずらんピック2014」晴天に恵まれ開催！ 

 障がい者のスポーツの祭典「第1４回札幌市障がい者スポーツ大会」（すずらんピック

2014）が、5月1１日の水泳をかわきりに、1８日は卓球とアーチェリー、24日はバス

ケットボール、6月１日は総合開会式、陸上、フライングディスク、ボウリング競技が開催

されました。 
 総合開会式では、主催者であります札幌市の生島典明副市長よりご挨拶を頂き、引き続き
伊藤力哉さんと山田愛実さんの選手宣誓のあと競技が開始されました。 
 今年の大会参加者は約950名と例年なみで、初参加の選手も多く、青空の下、皆さん思い
切り競技を楽しみながら、盛況のうちに終了しました。 
 大会運営には札幌陸上競技協会、札幌水泳協会、札幌アーチェリー協会、札幌卓球連盟な
どの競技団体や障害者スポーツ指導員の全面的な協力のほか、札幌社会福祉専門学校、札幌
福祉医薬専門学校、札幌医学技術福祉歯科専門学校、札幌医療秘書福祉専門学校の生徒、
ガールスカウトの皆さんにも、ボランティアとしてお手伝いいただきました。 
 参加人数・内訳は、下表をご覧ください。 

選手宣誓 左：伊藤力哉さん 右：山田愛実さん 生島典明副市長挨拶 

～  各競技で熱戦繰り広げられる ～ 

競技役員の皆さん ボランティアの皆さん 



◆ 陸　上
湯 上 英 貴

3位
決定戦

松 田 敦 花 田 裕 芳 新田のんの 水口佳代子 幅岸沙也佳

佐藤明日美

佐々木登耶 佐 藤 爵

志子田梨佳中 島 朋 美

本 堂 栄 二 榊原美津代◆水　泳 広 井 翔

石 井 飛 州

◆アーチェリー

志 賀 隆 人

三 山 辰 則 西 川 良 祐

渡 辺 淑 子 延 山 喜 秀 日 下 雅 文

太田あやの

福 島 太 郎

伊 藤 力 哉 岸 川 広 輝

國 吉 拓 夢

門 田 優 佑

清 水 晶 子

◆卓　球 園 田 通 子

大 川 美 麗

枝 松 利 一

織 田 光 弘

森 良 太 織 田 誠

工 藤 努

◆バレーボール

山 形 悠 介

野 村 萌

藤 原 優 斗 清 水 誠

中 嶋 花 恋

◆フライングディスク

◆ボウリング

◆サッカー

石井真由美 外山小夜子

佐 藤 裕 玉 置 明

髙 橋 正 英 遠 藤 優 中 村 学

彦 根 一 成 鳴 海 政 幸 田中恵一郎 斉 藤 誠

依 田 航
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      《出 場 選 手》     ５２名  

第１4回 全国障害者スポーツ大会「長崎がんばらんば大会2014」出場選手決定！ 
 今年の大会は、11月1日（土）～3日（月）の3日間、長崎県で開催されます。 
 この大会に出場する札幌市の選手団は、個人競技では「すずらんピック」に出場した選手から選抜
された30名、さらに東北・北海道ブロック予選を勝ち抜いたサッカーチーム16名と、聴覚男子バ
レーボールチーム6名が決定しました。 
これに役員、監督、コーチ、介助・通訳者等が同行するため、札幌市選手団は総勢約90名程度の編成
となる見込みです。 
 選手団は、10月30日（木）札幌市役所１階ロビーで結団式を行った後、長崎県に向け出発する予
定です。 

第14回全国障害者スポーツ大会北海道・東北ブロック予選会 
〇グランドソフトボール競技 
平成26年6月7日(土)・8日(日) 

場所：仙台市  結果：1回戦敗退 

〇精神障害者バレーボール競技 
平成26年6月29日(日) 
場所：宮城県  結果：1回戦敗退 

〇聴覚障害者バレーボール競技 
平成26年6月22日(日) 
場所：岩手県  結果：優勝 

〇知的障害者サッカ－競技 
平成26年6月14日(土)・15日(日) 
場所：札幌市  結果：優勝 

 ６月14日（土）・15日（日）の2日間、札幌市白旗山競技 

場で、第14回全国障害者スポーツ大会北海道・東北ブロック 

予選会が行われました。 

 開会式では、札幌市障がい保健福祉部の嶋内 明部長と北海 

道チャレンジドサッカー連盟の秋川 浩会長から歓迎と激励の 

挨拶があり、札幌市の中村 学選手が選手宣誓を行いました。  

 大会は、秋田県、岩手県、宮城県、仙台市、札幌市の5チー 

ムで争われ、雨模様で最悪のコンディションの中、どの試合も 

白熱したゲームとなりました。 
 札幌市は、2試合とも圧倒的な強さで勝ち進み、14年連続で 
全国大会への切符を手にしました。 
 なお、競技の結果は右のとおりです。 
 また、６月22日（日）、岩手県において聴覚障害者バレーボール北海道・東北ブロック予選会が行
われ、札幌市が2年連続の優勝をかざり、全国大会への出場を決めました。 

 両チームとも、全国大会でも、その力を存分に発揮し、勝ち進んでくれることを期待いたします。 

知的サッカーチームブロック予選14度目の優勝！全国大会へ～ 

札幌市 

札

幌

市 

宮

城

県 

岩

手

県 

仙

台

市 

秋

田

県 

18 

18 0 

5 0 0 

9 1 岩

手

県 

仙
台
市 

6 1 

岩手県 

白旗山競技場 サッカー競技 

アーチェリー競技 

〇知的バスケットボール競技 
平成２６年5月３１日(土)・６月１日(日) 

場所：秋田県  結果：2位 



副　島　正　純 長崎県

1位 曳　田　和　樹 江別市

石　塚　全　人

ショート3Km男子ｸﾗｽ1

1位 熊　谷　早　苗 千歳市

1位 徳　永　　　標 札幌市

ショート5Kmｸﾗｽ2

1位

ショート5Km男子ｸﾗｽ1

札幌市

久　保　恒　浩 北海道2位

1位

福岡県洞 ノ 上  浩  太1位

ハーフマラソン総合

小　島　義　則 小樽市

ショート3Kmｸﾗｽ2

ショート3Km一般

1位

1位

3位

札幌市酒　井　智　葉

旭川市川　西　弘　訓

ショート5Km女子ｸﾗｽ1

ショート3km女子ｸﾗｽ1

◆肢 体 の 部

◆視 覚 の 部

◆内 部 の 部

420

411

点

点

点537

567 点

北 澤 博

佐 藤 陽 子

佐 藤 陽 子 217 点

509 点

◇ハイゲーム賞

内 藤 政 則

三 谷 正 憲

男  子

男  子

男  子 佐 藤 勝 則

男  子

女  子
◆聴 覚 の 部

（２） 
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2014 はまなす全国車いすハーフマラソン大会 

 「はまなす全国車いすハーフマラ

ソン大会」が、6月22日(日)真駒

内セキスイハイムスタジアムをス

タート地点とし開催されました。 
 今年は、道内外から110名の
エントリー（ハーフマラソン５２
名、ショートレース４８名、ファ
ミリーラン4組10名）がありま
した。 
 今年は、ショートレースやファ
ミリーランの参加者が格段に増え、
お天気にも恵まれ、暑さとの戦い
でもありましたが、皆さん気持ち
の良い汗をかいていました。 

ファミリーラン 

身体障がい者 ボウリング大会 

 8月24日（日）に静岡市で開催される、政令指定都市身体障害

者親善ボウリング大会の選手選考を兼ねた、第14回札幌市身体障

がい者ボウリング大会が7月13日（日）「サッポロオリンピアボ

ウル」で開催されました。  

 浅香会長の激励の挨拶の後、盛岡 伸選手の選手宣誓があり、3

分間の練習をはさんで、3ゲームトータルで競技を開始しました。 
 今年は、参加者が16名と少ない人数となりましたが、競技が進
むにつれ白熱し、１ゲーム200点を超える選手が2名も出るなど、
ハイレベルな試合が繰り広げられていました。 
 障がい別の優勝選手の成績は下記のとおりです。 
 

選手宣誓をする 盛岡 伸選手 

平成26年度定時総会報告 

   5月27日（火）「札幌市身体障害者福祉センター」で平成26年度定時総会を開催し、浅香会長の

挨拶の後、議長に「札幌市手をつなぐ育成会」の森口正道事務局長を選出し議事が進められました。 

 議事では、平成25年度の「事業報告」と「収支決算」、「公益目的支出計画実施報告書」、「札幌

市に対する提出議案」が審議され、満場一致で提案どおり承認されました。 

 新法人に移行して2年目となる公益目的財産額の公益目的支出計画実施状況は、計画作成時点と比

べ、やや上回る状況で推移し、現時点では計画通り完了する見込 

みであるとの報告がありました。  

 また、札幌市の天田 孝氏の理事辞任に伴う後任理事の選任議 

案は、札幌市から推薦のあった障がい保健福祉部長の嶋内 明氏 

が満場一致で選任されました。 

 なお、任期は他の役員同様、平成27年5月に開催予定の定時総 

会の終結の時までとなります。  

                       挨拶をする浅香会長 



社会福祉法人札幌市社会福祉協議会

佐 藤 順 子

保 坂 正 勝

後 藤 久 雄 伊勢由記子

後 藤 大 輔

山 口 陽 子

岡 崎 勇 二

石 川 英 仁

棟 智恵子

㈱ ロ ッ ク ウ ェ ル

清 野 忠 雄

澤 村 重 一 田 島 元 樹

馬 場 順 子

河 原 麻 子 氣境小夜子

渡 辺 淑 子

後 藤 澄 子大久保敦子

坂 上 崇 男 葦 本 祐 二

藤 井 和 雄 荒 木 誠 治

保坂美根子

㈱ ス ト リ ッ ク ス

相 良 幸 男 久保田亮一

仁 部 一 夫 髙橋由美子

折 舘 徳 勝 松 田 信 幸

清 水 安 次 沖 村 圭 子

㈱ き の と や

車 イ ス ダ ン ス ハ モ ニ ー か っ ぱ の 会

赤 沼 雅 子

斉 藤 南伊藤智恵子

松 田 智 子

扇 谷 明 美

五十嵐衿子

吉 田 穣

医療法人社団いとう整形外科病院 サウンドテーブルテニスクラブ

木 村 芳 子 加藤由美子

澁 谷 直

神 野 奈 美

谷崎裕治 横山美智子 野村 萌木下淳嗣 小野 茂 佐藤雅之

見 原 紀 子

高坂 猛

盛 岡 伸

ＳＡＷＡウインタースポーツアカデミー

織 田 明 春

伊 藤 司

石 塚 義 成

志 藤 昭 子

伊 藤 亜 記

社会医療法人鳩仁会札幌中央病院

ＮＰＯ法人札幌ＮＦＣサッカークラブ

桑 原 英 子

㈱ さ ん け い

㈱札幌リゾート開発公社

荒 木 豊

藤 田 治 加藤敏彦

フ ロ ア カ ー リ ン グ ク ラ ブ

中 平 正 幸 長 崎 克 廣

加藤八重子

松 本 洋

医 療 法 人 山 の 手 八 木 病 院

スーパースポーツゼビオドーム札幌月寒店

㈱ 中 央 給 食 セ ン タ ー

㈱ ワ ー ル ド

髙 橋 正 文

札幌市ろうあ者パークゴルフクラブ 聴 覚 男 子 バ レ ー ボ ー ル

武 田 晴 至

市 川 操

竹内みよ子

佐藤八重子 北川香代子 松 田 敦

福 島 太 郎

斉藤美音子

浅 香 博 文 井 上 敬 常 髙 田 康 夫

島 田 要 古 屋 京 子 眞鍋のり子

水 泳 ク ラ ブ ラ ブ リ ー ㈱ テ イ ネ ス テ ー シ ョ ン ホ テル 肢体ゲー トボールク ラブ

札 幌 バ ド ミ ン ト ン 協 会 医療法人社団元氣会　　札幌整形外科

井上幾映子

原 雄 哉

柴 野 ヨ ネ

髙 橋 道 孝

小黒トシ子

中 失 協 ゲ ー ト ボ ー ル ク ラ ブ ㈱ ノ ア コ ン ツ ェ ル 中失協ゲートボールクラブ

坂 野 政 也

多 田 幸 子髙橋あけみ

出 口 信 真

山崎佳奈子 平 山 将 次

橋 本 順 子

陸 上 ク ラ ブ Ｊ ・ Ｔ ・ Ｒ

勝山千栄子

飯 田 道 子

今井とま子

賛助会員ご加入ありがとうございました。 
◆ 個  人 平成26年3月 1日～ 3月31日                                           （敬称略）   
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◆ 個  人 平成26年4月 1日～ 6月30日                                           （敬称略）   

◆ 団  体 平成26年4月 1日～6月30日                                        

◆ 団  体 平成26年3月 1日～3月31日                                         

   平成25年度（4月1日～3月31日まで） 
 
 ・個人会員           214件   
 ・団体会員             92件 
 ・加入合計額            1,131,000円 

 平成２5年度の賛助金は個人、団体合わせて約113

万円のご協力を頂きました。 
 これらの使途につきましては、各スポーツクラブな
どへの助成や機関誌の発行等に活用させて頂きました。 

 引き続き、皆様のご協力をお願い致します。 

スズポの伝言板 

スズポ 

3つの「Ｒ」＋「Ｓ」の活用  
 皆さんは、ストレス解消法を持っていますか？精神的に負荷がかかることを「ストレス」と言うようです
が、仕事の悩みや職場の人間関係、家庭環境や経済的・物理的なことなど、ストレスの原因は沢山あります。 
 でも、ストレスが全くなく、平穏で退屈な生活は、何かに挑戦する意欲や困難を乗り越える喜びを感じな
いようです。私たちは、適度なストレスと向き合うこともある程度必要で、大切なのは「ストレスと如何に
して上手に付き合うかということ」だと言われています。 
 そこで、以前、新聞に掲載していたストレス解消法の3つの「Ｒ」をご紹介します。 
1つ目は「レクリエーション」・・・気分転換の「Ｒ」  
2つ目は「リラックス」・・・・・・くつろぎの「Ｒ」 
3つ目は「レスト」・・・・・・・・休養の「Ｒ」 
 ここで、スズポからの提案ですが、この3つの「Ｒ」にスポーツの「Ｓ」を加えて 
はいかがでしょうか。既に「レクリエーション」として様々なスポーツを楽しん 
でいる方も多いと思いますが、少しでもストレスを感じた時は、是非、この3つ 
の「Ｒ」と「Ｓ」を実践し、「心と身体の健康保持」に役立ててください。                


